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◆ 

最　

優　

秀　

賞

【
小
学
校
の
部
】

宇
都
宮
市
立
上
戸
祭
小
学
校

　
「
か
み
と
し
ょ
う
ふ
れ
あ
い
」

宇
都
宮
市
立
横
川
東
小
学
校

　
「
ひ
が
し
」

【
中
学
校
の
部
】

宇
都
宮
市
立
豊
郷
中
学
校

　
「
豊
郷
」

 

◆ 

優　

秀　

賞

【
小
学
校
の
部
】

宇
都
宮
市
立
豊
郷
中
央
小
学
校

　
「
と
よ
さ
と
」

宇
都
宮
市
立
清
原
中
央
小
学
校

　
「
と
び
や
ま
」

宇
都
宮
市
立
陽
南
小
学
校

　
「
よ
う
な
ん
」

宇
都
宮
市
立
新
田
小
学
校

　
「
し
ん
り
ゅ
う
」

【
中
学
校
の
部
】

宇
都
宮
市
立
陽
南
中
学
校

　
「
青
葉
」

宇
都
宮
市
立
横
川
中
学
校

　
「
よ
こ
か
わ
」

宇
都
宮
市
立
姿
川
中
学
校

　
「
ま
つ
か
ぜ
」

 

◆
審
査
員
特
別
賞

【
小
学
校
の
部
】

壬
生
町
立
睦
小
学
校

　
「
む
つ
み
」

宇
都
宮
市
立
中
央
小
学
校

　
「
中
央
ザ
ウ
ル
ス
」

【
中
学
校
の
部
】

佐
野
市
立
南
中
学
校

　
「
み
な
み
」

日
光
市
立
湯
西
川
小
学
校
・
中
学
校

　
「
湯
の
郷
通
信
」

《
審
査
員
長
講
評
》

　

今
回
、
残
念
だ
っ
た
こ
と
が
２

点
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
依
頼
原
稿
だ
け
で
構
成
し

た
記
事
が
目
立
っ
た
こ
と
。
こ
こ

数
年
、
顕
著
で
、
講
習
会
な
ど
で

改
善
に
努
め
て
き
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
増
え
て
い
る
結
果
は
残
念

で
す
。
依
頼
原
稿
を
否
定
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
扱
い
方

は
も
っ
と
意
図
的
、
限
定
的
で
あ

る
べ
き
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
上
位
作
品
と
そ

れ
以
外
の
作
品
の
差
が
開
く
傾
向

が
見
ら
れ
た
点
。
自
分
た
ち
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
た
と
こ
ろ
は
ま

す
ま
す
作
品
が
洗
練
さ
れ
、
そ

う
で
な
い
と
こ
ろ
は
模
索
し
つ
つ

も
、
出
口
が
見
つ
か
ら
な
い
で
い

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
ど
う
か
コ

ン
ク
ー
ル
や
講
習
会
な
ど
の
機
会

を
と
ら
え
て
、〝
糸
口
〟
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と

の
な
か
っ
た
学
校
の
作
品
が
増
え

た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
今
後
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
広
報
紙
制
作
は
、
そ

れ
自
体
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
。
と
、
す

る
な
ら
ば
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

は
、
そ
の
制
作
過
程
の
活
動
の
質

と
量
の
結
晶
。
だ
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
る
充
実
感
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
下
野
新
聞
・
萩
原
正
則
）

栃木県PTA連合会保障制度

～こども総合保険～
引受保険会社

宇都宮営業支店
宇都宮市松が峰1-3-15
富士火災宇都宮ビル2F
電話：028-346-4100

AIU損害保険株式会社

・県ＰＴＡ連合会が毎年保護者に案内している
子どものための保障制度です。
・募集は毎年３月です。パンフレットは３月に
学校から配布されます。

第65回栃木県ＰＴＡ広報紙コンクール
　ＰＴＡ活動の充実を図ることを目的とする広報紙コンクールが行われました。応募総数91点の広報
紙が４月15日（土）の一次審査を経て、５月10日（水）の本審査会での厳正な審査の結果、最優秀賞・
優秀賞・審査員特別賞が以下のように決定しました。
　その中から最優秀賞と優秀賞を受賞した10校の広報紙を日本ＰＴＡ全国協議会主催の広報紙コン
クールに推薦され、宇都宮市立陽南中学校ＰＴＡの広報紙「青葉」が「企画賞」に入選しました。

県Ｐ連総会で表彰された
受賞校ＰＴＡ
上 / 小学校、左 / 中学校


